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ユースケース案概要１（各システム提案件数）

１

統合型材料開発
システム
９件

エネルギー
バリューチェーン
３０件

高度道路交通
システム
６２件

地域包括
ケアシステム
４２件

地球環境情報
プラットフォーム
２６件

新しいシステム
４０件

新たな
ものづくりシステム
２３件

インフラ
維持管理・更新
１８件

自然災害に対する
強靭な社会
２４件

スマート生産
システム
２７件

街づくり、医療、
スマートハウス、救急救護、

カーシェア、サイバーセキュリティ等々

創出される価値 （事務局にて要約）
雇用の確保、サービスの創出支援、災害対策、
事業者の増収増益、製造業の増収増益、
農業の増収増益、
物流業の増収増益、薬事業の増収増益、
観光業の増収増益、運送業の増収増益、
エネルギー事業者の増収増益、建築業の増収増益、
環境対策、健康予防、離職者防止、
利用者の安心・安全

おもてなしシステム
３１件

提案されたシステム連携件数 ８１件

スマート・フード
チェーンシステム
２２件



ユースケース案概要２（各システム相関度合）
正の相関 高 低

※高い相関性を示した例；
①スマート生産システム×スマート・フードチェーン
②新たなものづくりシステム×統合型材料開発システム
③自然災害に対する強靭な社会システム（防災・減災）×インフラ維持管理システム

※低い相関性を示した例；
①エネルギーバリューチェーン×新たなものづくりシステム
②統合型材料開発システム×スマート生産システム

おもてなし エネルギー 道路交通 包括ケア 防災・減災
フード
チェーン

スマート
生産 地球環境

統合型材
料開発 ものづくり インフラ

おもてなし -0.05 0.20 0.06 0.01 0.16 0.13 -0.11 -0.03 0.05 0.13 

エネルギー -0.05 0.13 0.01 0.05 -0.04 -0.06 -0.07 -0.05 0.01 0.18 

道路交通 0.20 0.13 0.20 0.06 -0.07 -0.18 -0.14 -0.03 -0.05 0.26 

包括ケア 0.06 0.01 0.20 0.25 0.07 0.13 0.11 0.08 -0.02 0.05 

防災・減災 0.01 0.05 0.06 0.25 0.05 -0.02 0.05 0.01 -0.02 0.33 

フードチェーン 0.16 -0.04 -0.07 0.07 0.05 0.60 0.11 0.04 -0.07 0.08 

スマート生産 0.13 -0.06 -0.18 0.13 -0.02 0.60 0.25 0.00 -0.05 0.01 

地球環境 -0.11 -0.07 -0.14 0.11 0.05 0.11 0.25 0.10 -0.06 0.00 

統合型材料開発 -0.03 -0.05 -0.03 0.08 0.01 0.04 0.00 0.10 0.36 0.17 

ものづくり 0.05 0.01 -0.05 -0.02 -0.02 -0.07 -0.05 -0.06 0.36 -0.08 

インフラ 0.13 0.18 0.26 0.05 0.33 0.08 0.01 0.00 0.17 -0.08 
※集計回答数 ８１提案



ユースケース深堀の進め方（案）
• ユースケース検討チームにて、ご提案ユースケースごとに「価値カテゴリー」を設定して分類してはどうか。
• 価値カテゴリー毎のユースケース数の降順に、各ユースケースの具体的検討項目について検証し、深堀するユース
ケースを特定してはどうか。

１ 創出される価値、顧客、顧客との関係
２ チャネル（価値を顧客に届ける手段）
３ 収益の流れ
４ 主要活動（価値を作り、提供するための活動）
５ パートナー（単独か、誰かと組むのか）
６ リソース（ビジネスモデルを実現するために必要な資源）
７ コスト構造（何にどれくらいのコストがかかるのか）

８ コアシステム間でやり取りされる情報、共有するデータ、
また、そのデータの共有及び交換方法

９ 国際競争力向上のための標準化すべき協調領域
１０ 求められるセキュリティのレベルとその対応
１１ 当該環境を整備していく体制
１２ 社会実装までに整備すべき制度
１３ その他社会実装までに取り組むべき課題

具体的検討項目

価値カテゴリー分類（案）


